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校長講話より
敬・和・友・信 組にこめられた願い

～平成30年11月7日 武石小学校校長講話より～
一学期のこの時間に、武石小学校のクラスの名前がなぜ「敬・和・友・信」組なのか、誰が、い

つつけたのか、また歴代校長先生方はどんな願いをもっておられたのか、皆さんに調べてほ
しいとお願いしましたところ、それぞれのクラスで話し合ったり、家庭や地域の方に取材した
りしてくれた皆さんもいて、大変嬉しく思いました。私もいろいろ調べました。今日は皆さんと
共に、敬・和・友・信組のことについて、解き明かしていきたいと思います。
まず、いつ、だれが、敬和友信組と名付けたのかについてです。
昭和19（１９４４）5月から使われていたこの「武石国民学校職

員会日誌」の中に、そのことが記録されていました。
昭和22（１９４７）年、戦争が終わった直後の、４月３日の職員

会で、「組名について話し合う」とあり、松竹梅、東中西、雪月
花、敬信和、いろは、ＡＢＣ、天地人、梅桃櫻と、たくさんの候補
名が挙がったようです。
しかし、「この日には結局決定を見ず、明日までの宿題とす」

とあります。その翌日の４月４日、午後１時より前日のつづきに
つき打ち合わせ会、組名 投票により、敬、信、和に決定と書
かれています。
昭和２２（１９４７）年度の学校日誌にも、昭和２２年４月４日、組

名決定 敬和信 とあります。敬和信については、この年のこの日に、当時おられた先生方の
投票によって決定したのです。そして、組名が決定したその４日後の４月８日に、第２９代校長
柴田勇先生が着任されます。それでは、もう一つの名前、友組についてはどうなのでしょう
か。
敬和信組でスタートしたその翌年、昭和２３年３月３１日の学校日誌に、組名 信組を友組と

改名する件 承認決定とあります。この日に、何らかの理由で信組はなくなり、その代わりに
友組が誕生したのです。
こうして、その後７１年間ずっと、武石小学校ではこの敬・和・友・信をクラス名として大事に

受け継いできたのです。
それでは次に、この敬・和・友・信に込められた願いとは、何だったのか、皆さんと考えたいと

思います。平成３０年６月２０日現在、武石小学校の敬・和・友・信組で学習している皆さんの考
えをまとめました。
○敬は、相手を立派だと思って大切にすること。 ○和には、人々が仲良くまとまっている
様子で、争いを止めて、仲直りをするという意味もあるんだ。 ○友には、仲良く助け合う
という意味があるんだ。 ○信は、信じて、頼りにすること。
当時の先生方は、このような願いを込めてこれらの名をつけたのではないだろうか。 ７１

年後、今ここにいる武石小の皆さんがそれぞれの考えを出し合い、話し合い、書きつづってく
れました。本当にありがとう。今日、全てを紹介することは出来ませんが、こんな風にまとめ
てくださった人がいます。
敬、和、友、信すべてに「人を大切に」という意味がある。人を立派だと思って尊敬する。人

との争いを止め、仲良く助け合い、人を信じて、頼りにする。
これは、今の私たちだと思う。７１年前の先輩だけじゃなくて、今ここにいる私たちこそが、

大切に考えなければならないことだと思う。今の私たちに向かって、当時の先生たちがおっ
しゃっていることだと思う。私たちが、敬和友信の心を大切にしなければならないと思う。そ
う書いてくださった皆さんがいます。本当に嬉しく思います。
そして、皆さんの願いです。
○和組を残してほしいです。 ○４つの組がこれまであったのに、なくすのはもったいな
いです。 ○２５人以上で２クラスにして、和組を残したらどうでしょう。 ○和組と敬組を交
互にしていくといいと思います。 ○１～３年の低学年を和組、４～６年の高学年は敬組でど
うでしょう。 ○次の一年は和敬組にしたらどうですか？
素敵な提案をありがとう。敬和友信組の伝統を守るために、今ここにおられる先生たちと

話し合って、来年からの新しいクラス名を決めたいと思います。
今週からなかよし旬間が始まっています。「人を大切にする武石小」の伝統を守るために、

それぞれがしっかり考え、行動しましょう。
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東海大会銀賞！
１０月１４日、武石小学校の金管バンドは、

岐阜県で行われた東海大会でみごと銀賞をいた
だきました。２年連続東海大会出場そして、銀
賞をいただけたことは、日々の練習と努力の賜
物です。短時間の練習に集中して取り組む武石
の金管バンド練習は、演奏だけでなく、学習や
日々の生活にも生かされます。また、金管バン
ドの練習が本番のアリーナに近い形でできるよ
う、総合体育館を貸していただき、楽器の運搬
には、保護者の皆さんが協力してくださり、大
会前の特別練習時は、４年生や金管に入ってい
ない５・６年生が当番活動などを代わってやっ
てくれてと多くの皆さんの支えがありました。
６年生は、１１月２７日（火）に行われた「６

年生ありがとうの会」で一区切りとなります。そして１２月からは、４年生が金管バン
ドに入部します。６年生が今まで身につけたことや学んできたことをぜひ、後輩に伝え
てほしいです。

人権教育旬間
１１／５～２２まで人権教育旬間でした。全校で

「花さき山活動」を行い、色画用紙で作られた花に、
嬉しかったことを記入し、伝える活動を行っていま
す。昇降口前の廊下にたくさんの花が咲いています。
お友達が書いてくれた言葉を一人一人心に受け止め
ていきたいです。
１１月１３日（火）には、授業参観そして、広沢

里枝子さんをお迎えしてのＰＴＡ講演会がありまし
た。講演会は１～６年生まで全校が参加し、子ども
たちと共に「見えないってどんなこと」のお話をお
聞きしました。里枝子さんのお話から、たくさんの
ことを感じ、学んだ時間でした。講演のあと、質問
の時間をいただきました。指名するのが困るくらいのたくさんの手が挙がりました。「目
が見えなくなってできなくなったことはありますか。」の質問に「できなくなったことも
たくさんありましたが、取り戻したものもあります。」この言葉は、日々、里枝子さんが
前向きに生き、努力されているからこそと思います。里枝子さん、盲導犬ジャスミンと
出会い、自分たちの日々の生活や生き方を振り返ることができました。この日は、地域
の皆さんも、授業参観をしていただき、講演会への参加や懇談会を持つこともできまし
た。学校・教室・また教師との関わりの中で子どもたちの人権感覚を育てていく上で大
切な点を教えていただきました。授業や講演会での子どもたちの姿から、武石小の子ど
もたちが、伸びていることや伸ばしていって欲しいこともお話していただきました。職
員で共有し、これからの教育活動に活かしていきたいです。

武石小学校平成３０年度全国学力・学習状況調査結果と
これからの取り組み

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」の領域で全国平均と同等の力がついています。「読
むこと」が低い傾向にあり、文章を読むことに苦手意識を持つ児童もいます。国語Ｂで
は、話し合いの様子の一部を聞かれる問題について正答率が高くなっています。分かっ
たことを取り入れて詳しく書くことには抵抗があり、正答率が低くなっています。算数
Ａは、分度器の読みとりの正答率が高く、１８０度より大きい角の大きさを求める問題
は、大きく全国正答率を上回っています。「数量関係」を求める問題が苦手な傾向があり
ます。算数Ｂでは、４色を順に繰り返してつなげ、輪かざり１本を作ったときの、３０
個目の折り紙の色を選ぶという生活体験から考えられる問題が、全国正答率を上回って
いました。式に表したり、わけやグラフから読みとれることを書いたりする問題は、正
答率が全国を下回っていました。理科では、選択問題は全国平均を上回るものもありま
すが、選んだわけを書くや結論を書くことができない傾向が見られました。
これらの結果を受けて、今年度行っている「書く」を大切にした指導の継続と充実を

行っていきます。生活ノート「紡ぐ」では、自主学習の計画を立て、家庭での実践を保
護者の皆様にも継続して協力いただき定着を図っていきます。


